








































































要素の「選択と関係付け」（Manoff, 1987 ; Gam-
son et al., 1992 : 385, Entman, 1993 : 52 ; Reese, 
2001 ; Lilleker, 2006 : 82）、物事を記述する際に参
照される「基準」、そして、関係付けの組み換え
























指 摘 が あ る（Van Gorp, 2010 : 94）。 こ れ は フ
レームが構築されていても記事に表出しない可能
性があることを示唆しているからだ。また、本稿

















































































































































































































































































































































































　日本が第 2 回 INC で一度提案しロンドン・サ
ミットでも提案したのが「誓約と審査方式」であ
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